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この写 像の不変 測度 p(9)は
p(9 ) 隻
i
1/ (9- 1) (9>1)
2/(1-g )(1+ 9) (Igl<1)
-1/(g+ 1) (g< -1)
で､いわゆるq-finiteinfinitemeasureであるoさらにこれらの解析からカスナ一･エポッ
クに含まれるカスナ一･サイクルの数nの分布はP(n)∝犯~2となる.丁度､定常と非定常
の境界に相当する臨界過程であり､カスナ一･サイクルの最大値の分布 (累積)G(X,N)は
G(X,N,2(e.-竿 ('x5'.0,'
となり､アンサンブルの決定不可能性が結論できる｡
宇宙進化の一連の過程の中に非定常なsubdynamicsが内蔵されていることは一つの発
見であるが､もう一つミックスマスター系の特徴は無限遠点にW-limitsetを持ち､そのヘ
テロクリニック･コネクションによって､変動の振巾と周期とが､bigcrunch (およびbig
bang)特異点で発散する点にある｡力学系の構造として新しいタイプに分類されるだろう｡
蔵近､我々はミックスマスター系と同様の構造が､生態系の進化を記述するレプリケ一夕
方程式に含まれていることを兄い出し､そのsubdynamicsを導出できた.これについては
別の機会にゆづることにするが､新しい問題はsubdynamicsとそれを包含する元々の力学
系との関連を明らかにする点にあり､そこから一過性進化過程の分類が出来るものと確倍
している｡
以上述べた例の他に､非定常カオスの興味深い特性を､クラスター形成の動力学や発
生 ･分化の生物物理学的テーマの中で研究しているが､そこでも ｢物質様式と運動様式の
存在定理｣を探るという基本テーゼを追求したいと思っている｡
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